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Comparative Study 00 Pleistoceoe Paleogeographic Maps of Ryukyu Arc 

Masahide Furukawa， Takuyo Fujitani 

Abstract 
In order to estimate the geohistory of Ryukyu Arc and the origin of terrestrial biota in the recent Ryukyu Islands， many 

paleogeographic maps have been drawn based on geologic and biologic hypotheses. However it has not come up with the conclusive 
paleogeographic maps yet. With this being the situation， to suggest more feasible hypothesis， we had a仕yatthe comp訂ativestudy 
on the existing paleogeographic maps mainly for Pleistocene. As a preliminary product， some paleogeographic maps of Ryukyu Arc 
and its surroundings redrawn with uniform p吋ectionare shown in this paper. 

1 .はじめに

琉球弧は、九州南西部から台湾に至る弧状の地形

的高まりであり、これを胴切りするトカラ構造海峡

とケラマ海裂によって、北部・中部・南部に区分さ

れる(図 1)。現在の琉球弧の大半は海面下にあり、

その陸域である琉球列島の北東端に位置する大隅

諸島は大隅海峡によって、南西端の与那国島は水深

が 500mを超える海域(与那国海峡)によって、そ

れぞれ九州・台湾と隔てられている。ただし、琉球

列島の現生の陸生生物相は、北部は九州、他、南部は

台湾と共通性があり、また中部には遺存的な状態に

ある固有種が多く生息している (Ota，1998;太田，

2012など)。

このような生物分布の状況は、過去に琉球弧の広

域が一連の陸域で、あったことと、九州や台湾、ひい

てはユーラシア大陸と陸続きであった可能性を強

く示唆している。この生物相の由来を説明するため

に、木崎・大城(1977) を嘱矢として多くの古地理

図が作成され、琉球弧の形成過程や、生物の琉球列

島への渡来時期・経路などが多分野の研究者により

議論されてきた (Ota，1998;木村編著，2002;西島監

修， 2003など)。なお、ここで古地理図とは、陸橋

の消長や島l興面積の拡大・縮小など、過去の地質時

代における海陸分布を示したものである。

しかし現時点では、琉球弧に関する地質学・古生

物学・生物系統地理学などの関連諸分野の研究成果

を統一的に説明できる古地理図の完成には至って

いないと考えられる(木崎，2002;太田，2012など)。

そこで筆者等は、今後の古地理研究の方向性を探る
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作業の一環として、これまでに提案された琉球弧と

その周辺に関する古地理図の集約を進めている。同

様の試みは Ota(1998) によって行われているが、

小論では、第四紀更新世に的を絞り、最近の情報も

加えて幾つかの古地理図の比較を行った。

なお、比較を視覚的に容易にするため、単に原著

の図を並べるのではなく、作図範囲・図法などを統

一して描き直した。作図にはハワイ大学が提供する

The Generic Mapping Tool (GMT 4.5.6) を、現在の

海底地形および、海岸線についてはアメリカ海洋大

気庁が提供するデータ (GSHHS2ユ0，ETOP01) を
使用した。また、作図にあたっては原著の図を正確

に引き写すべく注意を払ったが、原著者の意図とは

異なる図になっている可能性がある。したがって、

小論で、再編集した古地理図を利用する際には、原著

の図を確認の上、原著を必ず引用してもらいたい。

2. 更新世年代の新定義

2009年に開催された IUGS(国際地質科学連合)

において、更新世の基底年代(始まりの年代)が改

訂された(図2)。それまでは 180万年前を基底と

していたが、約 80万年さかのぼって 258.8万年前と

なった。つまり、従来は新第三紀の鮮新世末に区分

されていたGelasianが更新世前期に組み入れられた。

これにより、更新世前期は 258.8~78.l万年前と定

義され、古地磁気層序や古気候層序などのグローパ

ル対比が容易になった。なお、この改訂の詳しい経

緯や意義等については、遠藤・小林 (2012)や兵頭・

北場 (2012)などに詳しい解説がある。
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図1 現在の琉球弧とその周辺の海陸分布・海底地

形の概要(等深線は 500m間隔)

ここで、更新世の年代区分について触れたのは、小

論で扱う古地理図の年代区分が 2009年以前の旧定

義に基づいて表記されているためである。特に更新

世前期については、対象とする年代Illffiが新定義とは

大きく異なっている可能性がある。また、数値年代

の記載がない古地理図については、新定義の時代区

分への対比が困難である。そこで、小論で、は、更新世

前期等の年代区分名称、については、新定義による区

分に機械的に読み替えることは避け、原著の記載を

そのまま使用した。ただし、洪積世-は更新世とし、

数値年代が記載されている場合はこれを併記した。

3 古地理図の概要

琉球弧の古地理に関する論文や書籍等に掲載さ

れた古地理図のうち、筆者等による作図 ・編集が完

了したものを、対象年代の古い順にまとめて示す。

なお、前述のように更新世の基底年代がさかのぼっ

たことから、旧定義に基づく鮮新|並を含む古地理図

も併せて示す。

3.1鮮新世 (図3)

鮮新世は、現在の琉球弧とその周辺の広域に島尻

層群が堆積した時期であり、その堆積j或を木1I時・大

城 (1977，1980)は『島尻海』とよんだ。また、氏

家 (1986)は、この島尻海を形成した『島尻海浸』

新定義 旧定義

完新世

更新世 後期 Tarantian 
1.17万年前*

中期 Ionian 
12.6万年前

前期 Calabrian 
78.1万年前

180.6万年前
Gelasian 

鮮新世 後期 Piacenzian 
258.8万年前

鮮新世

前期 Zanclean 
360万年前

*西暦2000年より11700年前
533.2万年前

図2 鮮新世・更新世年代の新・旧定義(兵頭・北

場，2012; ICS， 2013に基づく)

が汎世界的な海浸に起因する可能性を指摘した(氏

家は「海進Jではなく「海浸」と表記しているので、

小論で、も「海浸」のままとした)。

図3a (鮮新世前期，約 500万年前)と図 3b (鮮

新世後期J，島尻海浸末頃)を比較すると、琉球弧北

部が九州と陸続きであったことと、琉球弧中部が一

連の陸域となって大きな島l興を形成していたとす

る点が概ね一致している。

ここで重要なのは、中新世以前に琉球弧が大陸や

九州、|と接続する一連の陸域 ・陸橋として存在した時

期があった(木崎 ・大城， 1977，1980) としても、鮮

新世に至って琉球弧中部が海域によって隔離され

たと考えられる点である。つまり、少なくとも鮮新

世の琉球弧中部においては、他所からの陸生生物の

渡来はなかったことになる。ただし、木村 (2002，

2003)は、琉球弧北 ・中部が一体となって九州、ほ陸

続きであったとしており 、更なる検討が必要である。

なお、図 3はいずれも、鮮新世における沖縄トラ

フ(図 1)の形成はなく 、琉球弧が大陸棚の東縁で

あったとの想定で描かれている。これは、沖縄トラ

フの形成開始年代が約200万年前とするその後の研

究(例えば古川，1991)と整合的であるが、琉球弧

の古地理を考究する上で、沖縄トラフの形成過程の

詳細解明は今後の重要課題である。
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図3 鮮新世の古地理

a:木11碕・大城 (1977，1980)，b:氏家(1986) 

3.2 更新世前期 (図4)

現在の琉球列島における陸生生物相の由来を考

える上で、特に重要な時代である。1970年代一1980

年代の主に陸域を対象とした地質学および古生物

学の研究成果(木11府・大城， 1977，1980;氏家， 1986) 

により、大陸から台湾 ・琉球弧南部を経て琉球弧中

部までが一連の陸域(陸橋)で、あった可能性が強く

示唆されるとともに、琉球弧北部と九州が陸続きで

あったことが示された(図 4a， b)。これらに周辺海

域の音波探査記録の解釈を加えた結果(木村，1996) 

からも、概ね同様の陸橋の存在が示された(図4c)。

この『更新l:!:t陸橋仮説』は、琉球弧における|陸生生

物相を合理的に説明できるとして、一般に広く 受け

入れられてきた。

しかし、琉球弧とその周辺地域における陸生生物

の分布 ・分類や、種分化に要する時間などに関する

分子生物学的な情報が蓄積されるにしたがって、上

述の陸橋仮説に対して、 1990年代以降、多くの疑問

が呈されている (Ota，1998;太田， 2012など)。この

ような生物学に基づく古地理図の代表的なものと

して、図 4d (Ota， 1998) を示す。

図4dが他の古地理図と大きく異なるのは、琉球

弧南部と琉球弧中部が、現在のケラマ海裂(図 1) 

に相当する海域によって分断されている点である。

これは、飛朔や渡海によって移動 ・分散できない隈

虫類や両生類の詐し球弧仁|二l部に分布する固有種のほ

とんどが、生物地理学的には遺存固有の状態 (Ota，

] 998)にあることが根拠のーっとなっている。また、

琉球弧における現生の陸生動物の多くは陸橋を経

由して到達したものではなく、琉球弧域が大陸の一

部であった頃から島11興化までの聞に、すでに渡来 ・

生息していたとするアイデア (Hikidaand Ota， 1997) 

も提示されており、さらに最近では、琉球弧中部の

現生の固有種や固有種群の隔離年代が、少なくとも

1800 (中新世)ー250万年前に遡ることが明らかに

なりつつある (Matsuiet al.， 2005;太田，2012など)

ことなど、主に地質学に基づいた従来の陸橋仮説の

見直しが迫られている。

ここで、更新世に限らず問題なのは、海域であっ

たか否かの判定基準が、 地質学と生物学では大きく

異なっていると考えられる点である。 例えば、 地質

学的には陸続きと見なせる小規模の水路 ・浅海であ

っても、~虫類や両生類の多くにとっては障壁とな

り、生息域の拡大を阻んだ可能性が考えられる。
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木崎・大城(1977，1980) 

更新世前期(約150万年前)

木村(1996)

更新世前期(170-100万年前)

氏家(1986)

更新世前期

Ota (1998) 

更新世前期

図4 更新世前期の古地理

3.3 更新世中期(図 5) 

『琉球サンゴ海~ (木11崎・大城， 1977)あるいは『琉

球石灰岩サンゴ礁海~ (氏家， 1986)と称される時代

で、沖縄島中 ・南部や宮古島など、現在のトカラ構

造海峡(図 1)以南の琉球弧にサンゴ礁が発達し、

造礁サンゴや石灰質生物遺骸などからなる琉球層

群(琉球石灰岩)が形成された。つまり、更新世前

期に存在したとされる陸橋は、サンゴ礁の発達に適

した浅海域によって寸断され、琉球弧陸域の面積は

大11I高に減少したと考えられてきた(図 5a， b， c)。
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図5 更新世中期の古地理

ちなみに、最近の研究は、琉球層群の:L1t積開始が

地域によっては更新世前期に遡ることを示してい

る。例えば、寒河江ほか (2012)は、沖縄島南部の

琉球層群那覇層の堆積が約 170ー140万年前に始ま

り、少なくとも お 万年前まで続いたことを明らか

にした。また、 10万年前以降の更新世後期に区分さ

れる新しい礁性石灰岩が喜界島や波照間島で認め

られている(兼子， 2007など)。 したがって、従来

の主に地質学に基づく古地理図については、更新世

前期も含めて再検討する必要がある。
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Oshiro and Nohara (2000)，大城(2002)

更新世後期(9-1万年前)

図6 更新世後期の古地理

図5d COta， 1998) は、現在の琉球列島に分布す

る腿虫類と両生類に関する生物学的知見から描か

れたものであり、厳密な海陸分布を示したものでは

ない。どの地域に陸橋が存在して一連の陸域を形成

していたか、あるいは島蝋として|塙附されていたか

を概念的に示したものである。この意味では、更新

世前期までの古地理図は、地質学に基づくものも含

めてすべて同程度の精度と見なし得るが、更新世中

期の古地理図については精度や作図意図の差異に

留意する必要がある。
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ここで重要なのは、生物学的には琉球弧南部(現

在の八重山諸島域)と台湾との聞に陸橋があって一

連の陸域であったこと、他の古地理図(図 5a， b， c) 

では海域としている宮古島とその周辺に現在より

も大きな島l興の存在を想定している点である。特に

後者については、図 5aでも宮古島近傍に比較的大

きな島11興の存在を想定しているが、後で述べるよう

に、宮古島の陸生生物相を合理的に説明する上で、

不可欠の陸域であると考えられている。

3.4 更新世後期 (図6)

図6aと図 6bは、最終氷期最盛期 (2.1万年前)

における海水準の低下と現在の海底地形を考慮し

た古地理図であり、ほぼ同様の海陸分布を示してい

る。海水準の低下量としては、約 80ー140111と様々

な値が求められている(例えば米倉ほか編， 2001) 

が、小論で、は暫定値として 120111を採用し、現在の

海底地形に基づいて海水準が 120m低下したときの

海陸分布図を図フ に示す。これと図 6a， bを比較す

ると、細部の差異があるものの概ね同様の海陸分布

を示している。つまり、最終氷期最盛期における古

地理図は、海水準の低下(海退)によって説明でき

ると考えられる。図6cも、台湾一琉球弧南部(現在

の八重山諸島)に想定された陸橋と、島|興面積が比

較的大きく描かれていることを除けば、概ね同様

dvo 

J 
誠、V~込

図7 現在の海水準を 120m低下させだ 120m等

深線を海岸線とした)ときの海陸分布

7 

の海陸分布を示していると考えられる。

ここで注目されるのは、図 6d (Oshiro and Nohara， 

2000;大城，2002)である。琉球弧中部が現在の奄美

諸島から沖縄諸島にかけて一連の島IllOilを形成し、琉

球弧南部も宮古諸島から八重山諸島にかけて島|興

を形成するとともに台湾との聞に陸橋が存在した

と想定している。また、海退によって広域が陸化し

たと考えられる東シナ海大陸棚(図 1)と現在の宮

古島との聞に、陸橋とも見なせる小規模の陸域 ・島

11興が存在した可能性を示している。この陸域として、

現在は海面下にある宮古海山や宮古第一海丘とい

った海底地形の高まり(図 1)が想定されている。

このような小規模の陸域(陸橋)を配置した理由

として大城 (2002)は、大陸と直接陸続きでなけれ

ば説明できない更新世動物化石群が宮古島には認

められることと、その動物群の宮古島への渡来が最

終氷期最盛期の直前であったことを挙げている。な

お、この大城 (2002)の陸橋仮説に対して太田 ・高

橋 (2008)は否定的な見解を示しているが、現在の

宮古諸島には固有種や独自性の高い進化系統が少

なからず存在していることや、宮古島が更新世後期

の時点で大型の晴乳類 ・毒蛇 ・リ クガメなどを含む

きわめて独自性の高い陸生脊椎動物を擁していた

ことなどから、更新世中期以降の宮古島周辺に相当

規模の陸域が必要であることを強く示唆している。

ちなみに、現在の宮古海山と宮古第一海丘の頂部

水深は、それぞれ約 1000mと865m(大島ほか， 1988;

大谷ほか， 2004)である。つまり、これらが更新世

後期に陸橋として機能していたとすれば、最終氷期

最盛期以降に少なくとも 800-900mの地殻変動(相

対的な沈降)を想定しなければならないが、現時点

では蓋然性の高い証拠は得られていない。

4.今後の課題

これまでに提案された琉球弧の更新世古地理図

の幾っかを比較し、若干の検討を行ったが、小論で、

紹介した以外に黒凹 ・小津(1996)や神谷 (2007)

などによる更新世古地理図があり、中新世以前の古

地理図も含めて集約 ・検討を進める必要がある。

小論で、は詳細|に触れなかったが、琉球弧の古地理

の変遷、特に陸橋の消長を考える上で、沖縄トラフ、

トカラ構造海峡、ケラマ海裂、与那国海峡など、現

在は水深 500ー1000111を超える凹所の形成年代・過

程の解明が重要課題である。そのためには、海底下
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の地質に関する試資料が必要であるが、現時点では

十分とはいえない。先ずは既存の音波探査記録の再

解釈が必要であると考えられる。また、生物学分野

との共同が必須で、あり、生物系統地理学等の研究の

進展によっては、従来にない琉球弧像を描けるかも

知れない。
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